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【出題の意図】 

引張・圧縮に関する不静定問題と弾性係数の理解度，はりの曲げに関する理解度，垂直応力

とせん断応力に関する理解度を次の３つの大問でそれぞれ評価する． 

大問１：棒の不静定問題に対して，力のつり合い式と各区間の伸びの和に関する式を立てて

正しく解く力を評価する． 

大問２：片持ちはりの問題を解くことによって，はりに生じる曲げモーメントや曲げ応力に

関する理解度を評価する． 

大問３：リベットでつなげた２枚の板の両端を引張ったときに生じる垂直応力，せん断応力

を正しく計算する力を評価する． 


